
 

 

 

 

自信と誇りをもって・・ 

ここ数日雨の日が多くなりました。南九州は早

くも梅雨入りしたとの知らせが届きました。植物

にとっては、成長に欠かせない恵みの雨です。わ

れわれ人間界では、残念ながら新型コロナウイル

スの勢いは衰えることなく、３度目の緊急事態宣

言が発出されました。コロナ禍による感染防止の対応を求められて、１年以上

が過ぎました。その間生徒は、日々の予防を真面目に行い、活動の制限や変更

などにその都度しっかりと対応し、その中で全力を尽くしてきました。本当に

よく頑張っています。先日の集会で生徒には、「この状況はいましばらく続きま

すが、自分や他人の命や健康を守る行動をとっている君たちを誇りに思います。

自信と誇りをもって予防の取組みを続けよう」と話しました。しっかりと話を

聴く生徒の視線を受け、私の胸に恵みの雨が降りました。 

 

生徒総会 「 躍 進  ～ try next stage ～ 」 

4月 27日(火)、生徒総会が開催されました。以下生徒会

担当教員及び生徒会長のコメントです。 

生徒会執行部からスローガンである「躍進～try next stage

～」が発表され、学年を超えて協力し、努力する生徒を目指

していくことを確認しました。年間活動計画案の審議では、

生徒会執行部、及び各専門委員会の委員長が委員会の目標、仕事や役割等を話しました。

また、進行を司る議長を３年生が担当し、学級討議を通して疑問に思ったことを各クラ

スの評議委員が代表して質問しました。全校生徒の前で各々が堂々とした姿だったと思

います。他にも各クラスから出た貴重な意見については、検討を行い、「躍進」する豊

津中学校を創っていきたいと思います。 （生徒会担当） 

みんなが少しでも学校に来ることが楽しいと思えるように、元気な挨拶を心掛けて明

るい雰囲気づくりをしていきたいです。 （生徒会長） 

どんな学級（なかま）を目指すのか・・ 

 学級目標を紹介します。一年をかけ、この目標が達成できるように期待します。 

かしこくなるとは・・ 

教科の学習、行事の取組、係の仕事、部活動の練習等、 

学校ではたくさんの”学び”を行っています。その目的は 

一言で言えば“かしこくなること”だと言えます。 

では、本当のかしこさとは、    （八塚実氏、吉田改） 

○自分や自分以外の人たちを、みだりに傷つけない。見くびらない。 

○未知なことに対して、いつも心を躍らしている。新しいことを学ぶと喜びが身体を突き抜ける。 

○自分が得意でないことが出来る人に、尊敬の気持を持って接し、たくさんのことを学ぼうとする。 

○人の喜び、人の悲しみ、人の立場を、自分の想像力に中に再現しようとする。 

○自分だったらどうするだろう？と、いろいろな場面で考えるクセがついている。 

○相手によって、言うことやすることを変えたりしない。自分も含めて、人間を天秤にかけない。 

○どんな小さな事でも、自分の持ち場を守って誠実に責任を果たす。 

○これと決めたことは、少々のことでやめたり変更したりしない。くる日も、くる日もやり続ける。 

○自分の未来に輝く星を持っている。それに向かってひたすらに歩み続ける。 

○過不足なく自己主張できる。泣き叫び、わめき散らさない。 

○いつでも、どこでも、何からでも、誰からでも学ぼうとする。 

こんな現れ方をするのではないでしょうか。 

こんな所に現れるのではないでしょうか。 

 

 学 級 目 標 

フ
レ
ン
ズ 

１組 ○きまりを守ろう、全力で学○ぼう、すぐに行動（こ○うどう）できるクラス 

２組 皆が一年間笑顔で過ごし、思い出ができるクラス 

１
年 

１組 一念発起 ～強い意志で目標を成し遂げるクラス～ 

２組 敢為邁往（かんいまいおう） ～目標に向けて突き進む～ 

２
年 

１組 “他己中” 仲間のことを一番に考えて、行動できるクラス 

２組 “豊津の看板” 豊津中学校を代表するぐらいのクラス 

３
年 

１組 挑 戦 ～自分の意志を持ち、何事にも挑戦する～ 

２組 主人公（ヒーロー） ～ 一人一人が仲間を思いやり、輝けるクラス ～ 

学校通信 ２０２１年 ５月１４日 

みやこ町立豊津中学校 

校 長 吉田 武志 

専門委員会によるあいさつ運動 

朝学習。くる日もくる日も・・ 


